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sublatticelと2に属する分子の間の角度 ∂β01+∂β02と変調波の振幅 βの組を求めた (図
6,7)Cこれから∂Oo1+8002とβはオーダーパラメーターp-Po+2Pqcos(qz)とし
た時のPoとPqにそれぞれ対応すると考えられる｡
自由エネルギーの計算から出る関係式Po2+pq2-A(T-To)+Bq4 が定性的に成 り立っ
ていることが示された｡しかし,定量的に解析するには今回はp.とp｡の小さい領域のデータ
ーが不足していると思われる｡
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